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生体 亘児 、 新生 
-4 回軽口投与す 

  乳児．幼児 x は 
なお・ 年坤 ．症状 l リ適 

  
  

官名妓する。 高缶     昔文拡張在   
祇且 するなど江島 必要 肺炎．所轄 核   

上気道炎 ( 咽 
喉頭炎・ 俺 カタ 
) レ l 

  気管支造形 師 
  及 び 気管支勘 
  検査時の怯鬼 

の運転再 
検を伴っは 
の 埋作 

通常成人には、 ヒ ベンズ 酸 下記 恵に {     
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する     用法用 且 能 効果 

によるもの 誤る 害 のおそ 

未満 (. む     によって 50mi を i 日 3 回軽口投与す 支 喘息   
市進・額面 は 心 起 こ   恩賞、 急性 気 
白帯． 頭 す お あ る なお．年始．症状により 通管支 炎 ．慢性 
  不眠・ め 宜 増減する。 一般に高輪 気管支炎、 肺 
い ．眠気     者では生理機能が 低下し 楕核 ．上気迫 
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